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イ
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鈴
木　

和
子

鈴
木　

和
子

あ
か
つ
き
の
空
に
う
す
墨
筑
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嶺
を
茜
色
な
す
雲
の
た
な
び
く

あ
か
つ
き
の
空
に
う
す
墨
筑
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を
茜
色
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す
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の
た
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び
く

  

長　

谷

長　

谷  

宇
野
と
し
子

宇
野
と
し
子

庭
木
々
の
剪
定
済
め
ば
枝
ぶ
り
の
見
事
日
に
透
き
明
る
く
な
り
ぬ

庭
木
々
の
剪
定
済
め
ば
枝
ぶ
り
の
見
事
日
に
透
き
明
る
く
な
り
ぬ

  

高　

野

高　

野  

鈴
木
と
も
子

鈴
木
と
も
子

小
春
日
の
犬
へ
幸
せ
問
う
我
の
傍
ら
尻
っ
ぽ
が
静
か
に
揺
れ
る

小
春
日
の
犬
へ
幸
せ
問
う
我
の
傍
ら
尻
っ
ぽ
が
静
か
に
揺
れ
る

  

春　

海

春　

海  

八
角　

宗
林

八
角　

宗
林

北
風
に
木
の
葉
は
も
ろ
く
風
に
舞
い
散
り
し
葉
の
群
れ
ブ
ー
ツ
で
入
り
踏
む

北
風
に
木
の
葉
は
も
ろ
く
風
に
舞
い
散
り
し
葉
の
群
れ
ブ
ー
ツ
で
入
り
踏
む

  

八
日
市
場
ホ

八
日
市
場
ホ  

高
橋
百
合
子

高
橋
百
合
子

青
空
に
た
お
や
か
と
な
り
風
に
ゆ
れ
秋
明
菊
の
白
さ
目
に
染
む

青
空
に
た
お
や
か
と
な
り
風
に
ゆ
れ
秋
明
菊
の
白
さ
目
に
染
む

  

八
日
市
場
イ

八
日
市
場
イ  

古
谷
由
美
子

古
谷
由
美
子

初
孫
は
文
化
の
日
に
花
嫁
と
こ
の
喜
び
を
夫
い
ま
せ
ば

初
孫
は
文
化
の
日
に
花
嫁
と
こ
の
喜
び
を
夫
い
ま
せ
ば

  

荻　

野

荻　

野  

川
口　

登
喜

川
口　

登
喜

風
す
さ
ぶ
砂
丘
に
立
て
ば
二
重
三
重
寄
せ
る
白
波
護
岸
を
洗
ふ

風
す
さ
ぶ
砂
丘
に
立
て
ば
二
重
三
重
寄
せ
る
白
波
護
岸
を
洗
ふ

  

栢　

田

栢　

田  

渡
辺　

重
雄

渡
辺　

重
雄

丈
を
詰
め
施
肥
せ
る
莖
の
ま
た
伸
び
て
少
し
小
振
り
な
秋
茄
子
実
る

丈
を
詰
め
施
肥
せ
る
莖
の
ま
た
伸
び
て
少
し
小
振
り
な
秋
茄
子
実
る

  

野　

手

野　

手  

石
田　

秀
子

石
田　

秀
子

泣
く
こ
と
も
飛
ぶ
も
で
き
ず
に
ひ
た
す
ら
に
仕
事
こ
な
し
し
若
き
日
の
我

泣
く
こ
と
も
飛
ぶ
も
で
き
ず
に
ひ
た
す
ら
に
仕
事
こ
な
し
し
若
き
日
の
我

  

今　

泉

今　

泉  

小
川
み
さ
子

小
川
み
さ
子

二
十
年
働
い
て
き
た
カ
ッ
シ
ー
ニ
土
星
に
突
込
み
電
波
途
絶
え
る

二
十
年
働
い
て
き
た
カ
ッ
シ
ー
ニ
土
星
に
突
込
み
電
波
途
絶
え
る

  

栢　

田

栢　

田  

石
田　
　

治

石
田　
　

治

軽
ト
ラ
に
梯
子
を
積
ん
で
秋
暮
る
る

軽
ト
ラ
に
梯
子
を
積
ん
で
秋
暮
る
る  

八
日
市
場
ハ

八
日
市
場
ハ  

大
川　
大
川　

宜宜
子子

只
今
と
竹
垣
た
ゝ
く
尉
鶲

只
今
と
竹
垣
た
ゝ
く
尉
鶲  

若
潮
町

若
潮
町  

最
上　
　

峻

最
上　
　

峻

短　

歌

短　

歌  

小
泉
小
泉  

泰
淸
泰
淸  

推
薦
推
薦

俳　

句

俳　

句

八
木
八
木  

佐
久
司

佐
久
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

休館日…７日（木）、毎週月曜日
祝日開館日…23日（土）
年末年始休館日…28日（木）～４日（木）

★年末年始に向けて何冊でも
　12月14日（木）～27日（水）の間は、一
般書と雑誌を１回の貸し出しで何冊でも
借りることができます。貸出期間は３週
間です。この機会に、年末年始の読書を
楽しんでください。
※書棚にない書籍は書庫で保管している
場合があります。お気軽にカウンターへ
お尋ねください（17時まで）。
★２日は“特別なおはなし会”
　「冬のおなはしを楽しむ会」を、12月
２日（土）14時から、八日市場公民館市
民ギャラリーで開催します。大型絵本や
パネルシアターを楽しみます。
★おはなし会
日時…９日（土）・16日（土）・23日（土）14
時から約30分間　場所…八日市場図書館
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

●市へ
石橋小柿（成子） 様より
 …絵画（30号）１枚（評価額30万円）
公益社団法人銚子法人会 様より

…300,000円

寄 付（２万円以上）

市政の窓

№83

〝
婚
活
〞を
応
援

録
で
あ
り
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

結
婚
↓
家
庭
↓
家
族
を
営
む

中
で
、
安
定
感
と
責
任
感
が
増

し
、
関
係
者
か
ら
の
信
頼
と
期

待
は
よ
り
強
く
な
り
、
ま
し

て
、
市
民
か
ら
見
た
市
職
員
は

な
お
さ
ら
の
事
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
新
婚
職
員
に
「
頑
張
れ
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
市
の
婚
活

事
業
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
独
身
者
が
奮
っ
て
参
加
で

き
る
よ
う
応
援
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー

を
現
在
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
（
詳
し
く
は
企

画
課
☎
73
・
０
０
８
１
へ
）。

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
カ
レ

ン
ダ
ー
が
残
り
１
枚
と
な
り
ま

し
た
。
年
の
初
め
に
立
て
た

「
一
年
の
計
」は
ど
う
で
す
か
？

私
も
残
さ
れ
た
１
か
月
の
中
で

達
成
感
を
高
め
よ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

12
月
定
例
市
議
会
を
中
心
と

し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
東

総
毎
日
駅
伝
大
会
・
前
述
し
た

職
員
の
結
婚
披
露
宴
・
子
ど
も

た
ち
の
楽
し
い
夢
を
か
な
え
る

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
へ
の
変
身
。
お

酒
が
好
き
な
私
で
す
が
、
忘
年

会
の
酒
量
は
八
分
目
に
し
、
体

調
・
健
康
管
理
を
十
分
に
考
慮

し
、
平
成
29
年
を
元
気
に
乗
り

越
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

若
い
男
女
の
出
会
い
の

場
の
減
少
や
結
婚
願
望
の

低
下
は
人
口
減
少
の
大
き

な
要
因
で
あ
り
、
庁
内
企

画
課
を
中
心
に
婚
活
支
援
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
数
多
く
企
画
実

践
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
と
し

て
は
〝
市
の
職
員
に
は
独
身
者

が
多
く
お
り
ま
す
の
で
、
先
ず

は
身
内
か
ら
〞
と
の
思
い
が
あ

り
ま
す
が
、
強
い
言
動
は
セ
ク

ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中
、

嬉
し
い
こ
と
に
７
月
か
ら
の
半

年
間
で
職
員
10
人
か
ら
７
件
の

結
婚
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
毎

年
結
婚
の
報
告
は
３
〜
４
件
で

す
の
で
、
私
の
奉
職
中
の
新
記

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

広報そうさ H 29. 12. 1 16
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※
作
品
は
選
者
に
よ
り
添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
作
品
は
選
者
に
よ
り
添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

匝瑳

探訪
139

　

来
年
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）

年
は
、
明
治
元
（
１
８
６
８
）
年

か
ら
満
１
５
０
年
の
年
に
当
た
り

ま
す
。
慶
応
４
年
９
月
８
日
か
ら

「
明
治
」
と
改
元
し
、
こ
の
年
の

10
月
６
日
に
水
戸
藩
内
部
の
戦
い

が
八
日
市
場
周
辺
で
あ
り
ま
し
た
。

　

幕
末
の
水
戸
藩
内
で
は
、
お
お

ま
か
に
言
っ
て
、
保
守
派
の
「
諸し

ょ

生せ
い

派
」
と
改
革
派
と
言
わ
れ
る

「
天て

ん

狗ぐ

派
」
と
の
間
で
抗
争
が
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

慶
応
４
年
１
月
に
起
こ
っ
た
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
い
（
場
所
は
現
在

の
京
都
府
）
が
、
４
月
に
は
江
戸

城
が
新
政
府
側
の
支
配
下
に
入
る

な
ど
し
、
旧
幕
府
側
と
の
戦
い
が

関
東
に
も
及
び
ま
し
た
。
さ
ら
に

北
陸
、
東
北
、
北
海
道
に
ま
で
広

が
っ
た
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
は
、
翌
年
の
明

治
２
年
５
月
に
終
結
し
ま
し
た
。

　

旧
幕
府
軍
と
共
に
各
地
で
戦
っ

た
水
戸
藩
諸
生
派
の
市
川
勢
は
、

八
日
市
場
ま
で
逃
れ
て
来
て
、
追

い
か
け
る
天
狗
派
と
戦
い
、
こ
こ

で
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
ま
で
の
調
査
で
、
八
日
市

場
ま
で
た
ど
り
着
い
た
の
は
お
よ

そ
１
０
０
人
で
、
30
人
ほ
ど
が
中

台
周
辺
で
戦
死
し
、
10
数
人
が
野

手
周
辺
に
葬

ら
れ
、
残
る

50
人
余
り
が

各
地
に
散
っ

た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

中
台
村
周

辺
で
の
戦
死

者
25
人
を
埋

葬
し
た
の
が

「
脱
走
塚
」

で
、
こ
の
戦

い
を
「
松
山

戦
争
」と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。

　

大
正
10
（
１
９
２
１
）
年
刊
行

の
『
匝
瑳
郡
誌
』
に
記
載
さ
れ
た

松
山
戦
争
と
い
う
呼
び
名
は
、
近

年
、「
八
日
市
場
・
中
台
の
戦
い
」

に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
５
月

に
「
水
藩
（
水
戸
藩
）
脱
走
隊
の
法ほ

う

会え

」
と
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
す
で
に
脱
走

塚
の
名
称
は
こ
の
地
域
で
定
着
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

諸
生
派
市
川
勢
の
子
孫
は
、

「
仰ぎ

ょ
う

天て
ん

会
」
を
組
織
し
、
こ
れ
を

発
展
さ
せ
て
平
成
18
（
２
０
０

６
）
年
に
「
水
戸
藩
国
事
殉
難
者

恩
光
碑
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
、

２
年
後
の
20
年
に
は
中
台
地
区

で
「
１
４
０
年
慰
霊
法
要
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
保
存

会
か
ら
脱
走
塚
の
名
称
に
つ
い
て
、

「
時
代
に
合
っ
た
名
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
の
意
見
が
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
11

月
に
開
か
れ
た
市
文
化
財
審
議
会

で
、
脱
走
塚
を
理
解
し
や
す
く
す

る
た
め
、「（
水
戸
藩
士
の
墓
）」

と
追
加
記
載
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）
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書
課
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報
広
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☎
73
・
０
０
８
０

水
戸
藩
士
の
墓

中
台
を
歩
く

靴
音
を
た
て
る
落
葉
と
消
す
落
葉

靴
音
を
た
て
る
落
葉
と
消
す
落
葉  

長　

谷

長　

谷  

宇
野
と
し
子

宇
野
と
し
子

朝
寒
や
釦
の
つ
ま
み
指
迷
ふ

朝
寒
や
釦
の
つ
ま
み
指
迷
ふ  

八
日
市
場
ハ

八
日
市
場
ハ  

江
波
戸
知
巳

江
波
戸
知
巳

柚
子
た
わ
わ
山
ふ
と
こ
ろ
の
大
藁
家

柚
子
た
わ
わ
山
ふ
と
こ
ろ
の
大
藁
家  

若
潮
町

若
潮
町  

光
瀨
甲
江
子

光
瀨
甲
江
子

里
昏
れ
て
ま
だ
残
照
の
薄
原

里
昏
れ
て
ま
だ
残
照
の
薄
原  

八　

辺

八　

辺  

依
知
川
き
よ

依
知
川
き
よ

花
芒
昏
れ
て
影
絵
の
ご
と
く
な
り

花
芒
昏
れ
て
影
絵
の
ご
と
く
な
り  

飯　

高

飯　

高  

安
藤　

建
子

安
藤　

建
子

旧
姓
の
書
か
れ
し
辞
書
や
秋
灯
下

旧
姓
の
書
か
れ
し
辞
書
や
秋
灯
下  

横
須
賀

横
須
賀  

岩
井　

や
す

岩
井　

や
す

 
 

  

腐
る
腸
三
尺
切
除
地
獄
秋

腐
る
腸
三
尺
切
除
地
獄
秋  

栢　

田

栢　

田  

伊
藤　

定
子

伊
藤　

定
子

兵
達
の
無
念
抱
き
て
雁
来
る

兵
達
の
無
念
抱
き
て
雁
来
る  

栢　

田

栢　

田  

櫻
井
富
美
雄

櫻
井
富
美
雄

長
雨
に
み
な
れ
ぬ
茸
顔
を
出
す

長
雨
に
み
な
れ
ぬ
茸
顔
を
出
す  

今　

泉

今　

泉  

須
貝　

玉
枝

須
貝　

玉
枝

嫁
姑
息
子
を
前
に
自
己
主
張

嫁
姑
息
子
を
前
に
自
己
主
張  

木　

積

木　

積  

佐
久
間
美
智
子

佐
久
間
美
智
子

ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
合
戦
本
格
化

ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
合
戦
本
格
化  

八
日
市
場
イ

八
日
市
場
イ  

常
世
田
や
す
子

常
世
田
や
す
子

金
狙
う
ラ
イ
バ
ル
気
に
し
落
ち
着
か
ず

金
狙
う
ラ
イ
バ
ル
気
に
し
落
ち
着
か
ず  

横
須
賀

横
須
賀  

鈴
木　

春
子

鈴
木　

春
子

ラ
イ
バ
ル
が
い
る
か
ら
切
磋
琢
磨
で
き

ラ
イ
バ
ル
が
い
る
か
ら
切
磋
琢
磨
で
き  

八
日
市
場
ホ

八
日
市
場
ホ  

大
木
波
津
恵

大
木
波
津
恵

ラ
イ
バ
ル
が
無
く
て
進
ん
だ
認
知
症

ラ
イ
バ
ル
が
無
く
て
進
ん
だ
認
知
症  

飯　

高

飯　

高  

林　

サ
ダ
子

林　

サ
ダ
子

恋
敵
負
け
て
呼
ば
れ
た
披
露
宴

恋
敵
負
け
て
呼
ば
れ
た
披
露
宴  

東
小
笹

東
小
笹  

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

ラ
イ
バ
ル
の
告
別
式
で
弔
辞
読
む

ラ
イ
バ
ル
の
告
別
式
で
弔
辞
読
む  

堀　

川

堀　

川  

勝
又　

康
之

勝
又　

康
之

モ
ラ
ル
あ
る
風
刺
ふ
ん
わ
り
人
和
む

モ
ラ
ル
あ
る
風
刺
ふ
ん
わ
り
人
和
む  

飯　

高

飯　

高  

松
野　

敏
昭

松
野　

敏
昭

青
信
号
走
っ
て
渡
る
街
の
ネ
コ

青
信
号
走
っ
て
渡
る
街
の
ネ
コ  

栢　

田

栢　

田  

石
田　
　

津

石
田　
　

津

川　

柳

川　

柳  

鈴
木
鈴
木  

十
世
志

十
世
志  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

脱走塚を示す標柱

【
訂
正
と
お
詫
び
】

【
訂
正
と
お
詫
び
】
1111
月
号
掲
載
の
俳
句
「
い
つ
ま
で
も
夕
日
離

月
号
掲
載
の
俳
句
「
い
つ
ま
で
も
夕
日
離

さ
ず
烏
瓜
」
の
作
者
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、横
須
賀
・

さ
ず
烏
瓜
」
の
作
者
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、横
須
賀
・

岩
井
や
す
さ
ん
作
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

岩
井
や
す
さ
ん
作
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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